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岸
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（
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し
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８
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円
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カ
ン
パ
を
集
め
て
い
ま
す
。 
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 ４月に入り、いよいよＮＰＴ開会まで１ヶ月となりました。全国のみなさんの奮闘で、今日現在報告されている

署名数は 580 万人分を超えました。600 万まであと一歩です。４月の６・９行動を成功させましょう。 

ニューヨーク行動代表派遣を成功させようと平和のつどいひらく―奈良 

「核兵器はいらない！平和の願いよニューヨークへ届け！」と題して、

第 19 回中和地域平和
の集いが３月 27、28両
日、奈良県地場産業振

興センター展示ホール

で開催されました。 
NPTニューヨーク行

動へ代表派遣を成功させようと、市内の法律事務所、土庫病院、

葛城民商、新婦人、平和委員会など地域の民主団体でつくる実行

委員会が主催。大和高田市、同教育委員会、新聞社各社の後援と

当日、大和高田市長からメッセージもいただきました。 
実行委員会作成の（広島に落とされた）原子爆弾「リトルボー

イ」の実物大模型など展示コーナーや、JIM―NETの協力による
イラク軽食喫茶コーナー、平和アニメ上映などの多彩な催しに市

民 350 人が来場。NPT ニューヨーク行動へ持っていく寄せ書き
も集めました。 
ステージ企画では、元大阪フィルハーモニーのチェロ奏者であ

る山崎隆さんによる被爆体験とチェロ演奏。そして、2010 年ニ
ューヨーク NPT 代表である吉川周作氏(土庫病院副院長)による
「NPTへむけて核兵器廃絶をめざす」講演がされました。核兵器
廃絶署名も 100筆以上寄せられました。 
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【ニュース】核密約廃棄し、非核の日本を 
鳩山政権は３月 31日、核兵器搭載の米艦船の寄港を事前協議の対象としないとした「討論記録」を密約と認めま

した。これは、日本共産党の志位和夫委員長が核密約問題で政府の姿勢をただした質問主意書（同 17日提出）に対
して閣議決定されたもの。 
政府はこの間、「日本側は一時的立ち寄り・寄港に関するものと思っていなかった」（岡田克也外相、３月 10日衆院
外務委員会）などとして、密約と認めてきませんでした。しかし、今回の答弁書では、「討論記録」について、「不公

表とすることとして両政府の間で作成された合意文書である」と明記しています。記者会見した志位委員長は、「『核

兵器のない世界』にいかにすすむかが国際政治の最大の焦点となっているなか、被爆国日本がイニシアチブを発揮す

るには名実ともに『非核の日本』にならなければならない」として核密約の廃棄を強く求めました。 


